
▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

読
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、明
る
い
1
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
2
0
2
2
年
新
春
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
巻
頭
言
で
は
、
平
野
理
事
長
代
理
よ
り
「
未
来
を
拓
く
」
と

し
て
令
和
4
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。
当
機
構
が
挑

戦
し
て
い
く
「
未
来
」
と
「
鉄
道
開
業
1
5
0
周
年
」
と
を
重
ね
合

せ
て
、
大
き
な
節
目
に
な
る
1
年
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

▼
本
号
の
特
集
、
平
成
9
年
開
業
の
「
北
陸
新
幹
線
（
高
崎
・
長
野

間
）
の
そ
の
後
」
で
は
、
沿
線
地
域
の
紹
介
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
浸

透
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
、
よ
り

一
層
の
新
幹
線
通
勤
の
定
着
が
進
ん
だ
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
高
速
鉄

道
が
も
た
ら
す
平
日
の
通
勤
時
間
や
休
日
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
は
、
夏
季
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た
「
機
構
改

革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
新
た
な
取
り
組
み
事
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

し
た
。

▼
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
に
お
け
る
地
下

駅
の
建
設
を
担
当
す
る
新
横
浜
鉄
道
建
築
建
設
所
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
来
年
度
下
期
に
開
業
予
定
の
同
線
は
、
ま
さ
に
建
設
工
事
の
大

詰
め
で
も
あ
り
、
駅
部
の
内
装
工
事
だ
け
で
な
く
、
軌
道
工
事
も
並

行
し
て
進
め
る
な
ど
、
今
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
工
事
現
場
の
様

子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
末
に
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

「
相
鉄
・
東
急
直
通
線
現
場
レ
ポ
ー
ト
」
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ま
た
、
今
回
の
記
事
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
秋
頃
に
は
西
九

州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉・長
崎
間
）
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
般
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
報
道
公
開
で
新
型
車
両
「
か
も
め
」
が
お
披
露

目
さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
く
、
近
日
中
に
佐
賀
・
長
崎
県
を
試

運
転
車
両
が
走
り
だ
す
姿
を
想
像
す
る
と
、
ワ
ク
ワ
ク
感
が
止
ま
ら

な
く
な
り
ま
す
。

▼
今
回
の
記
事
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
当
機
構
を
取
り
巻

く
環
境
、
時
節
に
合
っ
た
話
題
を
た
く
さ
ん
ご
紹
介
で
き
る
よ
う
に
、

広
報
課
と
し
て
も
、
絶
え
ず
工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。
記
事
に
対
す

る
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
宛
先
は
当
機
構

Ｈ
Ｐ（
広
報
課
メ
ー
ル
窓
口
）に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。（
広
報
課
長
）
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My 
Favorite

Train
私のイチ押し、すてきな列車

フクイサウルスにフクイラプトル。さ
らにホームのベンチにも恐竜。
まさにジュラシックパークのような福
井駅は、今、北陸新幹線工事の真っ
只中です。
そのお隣には、えちぜん鉄道の福
井駅。かつては控えめな地上駅でした
が美しい高架駅に生まれ変わりました。
駅舎に入れば待合室にはグランドピ

アノの音色が響き渡り、ホーム階へ上
がれば駅名標から番線の標示まで木材
がふんだんに使用されていて、至ると
ころにぬくもりを感じます。
そして車止めの先、ひょっとすると
線路が伸びてそのまま新幹線ホームへ
…なんて想像も。利便性の追求だけで
なく、ゆとりのあるデザインは気持ち
がホッとします。
えちぜん鉄道といえばアテンダント

さん。以前私が乗っていた時、おば
あちゃんの重たそうな荷物を持ってあ
げて乗り降りをサポートされていまし
た。その時ちらっと聞こえた方言が何
とも温かく気分がほっこり。大事な思
い出です。
旅の終わりにはお気に入りの羽二重
餅を買って、特急サンダーバードへ。
変わる福井駅。ぬくもりはやがて熱

を帯び、太陽のように旅人を包み込ん
でくれることでしょう。

特急サンダーバード
　画像提供：PIXTA

福井駅（撮影：令和3年11月）

文と写真

斉藤雪乃
（タレント）

えちぜん鉄道の福
井駅。ガラス張りで
外からも2階のホー
ムと電車が見える

福井駅ホームでのえちぜん鉄道6000形

木材がふんだんに使用され
た、えちぜん鉄道福井駅

編

集

後

記

［特急サンダーバードと変わる福井駅］




